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Moodleでは、自身が教師として担当するコース間で、リソースや活動
をインポートする（読み込む）ことが可能です。
この機能を利用して、前年度（もしくは過去）に作成したコース内の
教材等を本年度用として再利用することができます。

この資料では、その手順を示します。
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例として2023年度前期のコース「情報基礎Ⅰ」に、2022年度前期に利用して
いたコースのコンテンツをインポートする様子を示します。

まず、今年度のコース（まだリソースや活動のコンテンツが含まれていない
コース）にアクセスします。

コースページ右上の「さらに」から、「コース再利用」を選びます。
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左上のメニューが「インポート」になっていることを確認してください。

自身が担当するコースの一覧が表示されますので、インポート元のコースを
選びます。
コースが多い場合には、コース名などで検索して絞り込みます。

画面最下にある「続ける」ボタンを押します。
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インポートしたいものにチェックマークが入っているか確認します。
（通常少なくとも、「活動およびリソースを含む」にチェックをいれます。）

そして、細かく設定したい場合は「次へ」を押してさらにインポートするものを
指定しますが、

前年度などのコース内のすべての活動をインポートするのであれば、「最終
ステップにジャンプする」を押してください。
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しばらく待ちます。
インポートするコンテンツの量によってはしばらく時間がかかります。
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インポートが完了されたら、「続ける」を押します。
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以上で、前年度のコースのコンテンツがインポートされました。

なお、課題や小テストなどの期限日時は、開講日を基準に相対的に同じにな
るよう自動的に設定されます。

必ずしも今年度の期限日時として正しくない場合がありますので、改めて確
認・設定してください。

また、インポートされたコンテンツやセクションの表示・非表示は別途行ってく
ださい。
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